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(2018-2019 年度) 

第４回複合地区会則委員長連絡会議要録 

◎日 時： ２０１９年１月２８日(月) １３：４０－１６：００ 

◎場 所： 一般社団法人日本ライオンズ（東京・八重洲） 

◎出席者： 各複合地区委員長 

３３０複合地区会則委員長 秋 山 詔 樹  

３３１複合地区会則委員長 山 口 富 雄 （副世話人） 

３３２複合地区会則委員長 佐 藤 義 則 （世話人） 

３３３複合地区会則委員長 松 本 元 良  

３３４複合地区会則委員長 増 田 悌 造  

３３５複合地区会則委員長 三 宮 秀 介 （副世話人） 

３３６複合地区会則委員長  尾 崎  博  

その他の出席者 

議長連絡会議世話人 識 名 安 信  

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長 田 中  明  

専務理事 髙 橋 克 文  

常務理事 大 谷  博  

理事 太 田 健 一  

※３３３－Ｅ地区ガバナー 根 本 昌 卓  

※３３５－Ｂ地区ガバナー 吉 村 弘 吉  
※一般社団法人日本ライオンズ会則委員会所属 

 

・ 田中理事長は都合により到着が遅れるため、髙橋専務理事の到着を待って１３：４０、佐藤義則会則委員

長連絡会議世話人より開会。本日の会議は議案の２を最初に取り上げ時間をかけて（審議を）行うとの発言

あり。了承。 

・ ＭＤ３３７麻生好彦会則委員長及び一般社団法人の藤川清幸理事、日本ライオンズ会則委員会に所属

のＭＤ３３１石岡憲義協議会議長、３３７－Ｄ地区曽山純廣ガバナーは欠席された。 

◎議 事： 

1. 前回会議要録の確認 

１２月１３日に行われた第３回会議要録（資料１）確認。また、国際協会ウェブサイト抜粋

（資料１補遺）により、２０１８-２０１９年度レオ・ライオン理事会リエゾンには、はドイツの

Kyle Boutilier及びイタリアの Eleonora Fresiaの２名がグドラン国際会長から任命されてお

り、同職のプロトコールは国際理事会アポインティと同格であることを確認。 

2. 日本における一般社団法人日本ライオンズの立ち位置の変更に伴うライオンズ及び役

員必携の変更について 

（１）議案２の冒頭、佐藤会則世話人から、（本日の会議資料として法律顧問の回答書簡を

事前にＥメールで受け取っているが）、前回会議において、質問書に対する回答は、それ

ぞれの委員長からの質問に対して一問一答を求めているものであるとの発言あり。 
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（２）髙橋専務理事から、佐藤世話人との認識のズレはあるが、第３回会則会議に出された

各委員長の質問は、ＭＤ３３０秋山委員長の質問書に網羅されているものと認識している。

１月１８日に行われた一般社団法人日本ライオンズ（以下、「社団」と省略）理事会の結果、

法律顧問の池田和司弁護士に回答文書（資料２）の作成を依頼したことが報告された。池

田弁護士書簡（１月２１日付け）は別紙１のとおり。 

髙橋専務理事が書簡全文を読み上げた後、補足説明あり。「８複合地区議長連絡会議」

は決議機関ではなく、情報交換の場である。そこで来期の社団執行理事会には現職議長

８名と前年度議長２名の１０名で構成することにして、(i)報告事項（全日本/８ＭＤ/その他）、

(ii)調整事項、(iii)運営（事業計画、予算等）を話合い、年４回の定時社員総会において３５

名の地区ガバナーの総意により決定する。また、別紙２の２０１８．１０.１５修正の組織図は

さらに変更し、各ＭＤ委員長と議長、地区ガバナーで委員会を行い、世話人のポジション

も残して８ＭＤ共通の問題を話し合うものとしたい。 

（３）各委員長から意見又は感想を出してもらったところ、弁護士書簡による回答は総論で

あり、各論への回答は不十分であるとの意見が一致した。社団設立時（ライオン誌日本語

版事務所と日本ライオンズ連絡事務所の統合）と、現在の社団の方向性が違ってきたこと

や社団の賛助会費をＭＤが支出するためにはＭＤ年次大会で説明し、説得できる回答が

必要である。 

（４）本日会議出席の社団役員及び地区ガバナーにご意見をいただいた。 

大谷常務理事：地区ガバナーの理解が不足しているため、定時社員総会を年２回から年

４回に増やし、執行理事会の審議事項を各ＭＤで検討し、その後社員総会でガバナーに

よる議決を求める。 

髙橋専務理事：社員総会において、一発議案（当日緊急動議）はやめ、最低でも１回は空

けて提案の次の総会において決議を行うようにしたい。協議事項と審議事項を分けて行う。 

根本ガバナー：昨年８月第１回社員総会で組織図案をその場でもらい、委員会所属はア

ンケートで希望を聞かれた。また１０月第２回社員総会で、セミナー経費の予算計上が緊

急動議とされ、すぐに採決された。 

吉村ガバナー：今もって日本ライオンズのことがよく分かっていない。副地区ガバナー/地

区ガバナー研修において、きちんとした説明をしてほしい。ガバナー就任から半年間は地

区のことで手一杯であり、日本ライオンズに関することは元ガバナーで進めてほしい。各委

員会にガバナーを割り振ることは了承する。（組織運営は会則との）整合性を持って進め

てほしい。 

田中理事長：理事会として、秋山委員長の質問を主体に他の委員長の質問内容を整理し

て、法律顧問が書面で回答したものである。社団と議長連絡会議に上下関係はなく、社団

の設立については、当時の各ＭＤ年次大会で採決が行われている。賛否はあったが、社

団への理解を深めてもらい、意見の統一を図る。なお、「８複合地区議長連絡会議」の廃

止は無理と判断し、２０１９-２０２０年度は各ＭＤ委員長と地区ガバナーが委員会を構成す

る予定。４月に行われる第３回定時社員総会には、社員である地区ガバナー３５名に加え

て、第１及び第２副地区ガバナーにも参加できる形式とする。 
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なお、ＩＰ推薦の日本代表としての「参与」職に関しては、社団において継続審議を行う。

ＭＤ会則と社団定款をお互いにすり合わせしてから、規約を修正する必要がある。 

識名議長連絡会議世話人：本日の回答が個別でないことをお詫びする。来期の執行理事

会には現職議長８名全員が入り、社団をより良いものにしていくべきで、話合いは必要。議

長会がいろいろ討議しても理解できないこともあるので、ぜひ代替案を会則委員長連絡会

議からも出してほしい。どうしたらよいのか、問題点のみではなくより良い提案を、生の声を

出してほしい。社団に関しては今期中に決着したい。 

（５）社団からの回答スケジュールの確認。社団執行理事会２月１５日（同日午前１０時から

議長連絡会議）、社団理事会３月上旬ウェブ会議の予定。 

秋山委員長から、回答の締切りを２月２０日までにお願いしたいとの希望日が提案された。

各委員長の質問が重複するものや回答できないものについては、回答は省略していただ

き、早急に回答書を提出願う。次回会議前には各委員長に社団の回答書をメール配信し、

事前に各ＭＤで意見を調整することを申し合わせた。 

3. その他（次回会議） 

当初年４回の会議開催予定であったが、集合会議を開く必要があるため、第５回会議を開

くことにすることが佐藤世話人から提案され、了承された。 

 

第５回会議 ２０１９年２月２８日(木) １３:３０－１６:００ 於：一般社団法人日本ライオンズ 

 

１６：００、佐藤会議世話人により閉会。 

以上 
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第４回会則会議要録別紙 １ 
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